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2D24 長寿命型建築技術 : S I 工法の考え方とその 事例 

0 休 明夫 (NKK) 

建築物を造り 上げるにあ たって、 その全体 と 部分をわけて、 生産・施工の 

方式を段階的に 考えていくやり 方は、 建築が生まれた 時から今日まで 続い 

ている。 

、 ンステム的にみれば、 建築物全体がト 一タルシステムであ り、 その部分は 

サブシステムであ る。 この部分としてのサブシステムをオーフンにして、 どの 

建物にも取り 付けられるようにすることが ，オープンシステムの 基本であ り， 
第二次世界大戦以降建設業の 中で急速に進められてきた。 

本稿では、 建物の躯体部分をサポート ，取替え可能な 部分をインフィル と 

呼び、 これらを合わせたものを S ウステム と 称している。 

1960 年代にオランダで 始まり，英国、 北欧、 米国などに順次広がって い 

った 。 この考え方の 基本は、 公共財としての 恒久的なサポートと 居住者のう 

イフステージに 即して取替えや 変更の可能の 私有財としてのインフィルとを 

分離し、 社会と個人の 責任の範囲を 明確にしようとするものであ った。 

「次世代街区への 提案 / ナ ノ 
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